
昭和４２（１９６７）年７月９日,広南地区では，豪雨災害で沢山の尊い命が奪われました。本学園では「７．９広南防

災の日」として，広南の災害の歴史を受け継ぎ，地域の未来に向けて防災について考える日としています。７月８日

(火)に実施した「７．９広南防災の日祈念式」では,本校「誓いの池」にある「誓いの碑」に折り鶴を捧げました。その

後，地域防災リーダーの石田研吉さんと三島邦彦さんから，豪雨災害当時の様子や地域防災の取組についてお話を

伺いました。実際に体験された話を聞くことで，「災害は自分にも起こりうること」としてとらえることができました。 

【生徒の感想より】 

・今回の祈念式で災害の恐ろしさを改めて感じました。三島さんの同級生が昭和４２年の豪雨災害で亡くなられたと

お話を聞きました。いまのクラスの誰かが亡くなる，と考えるととても悲しいです。また，ひょうたん池のお話も聞き

ました。亡くなられた人をひょうたん池で洗って綺麗にしたそうです。この祈念式を通して改めて命の尊さ，大切さ

を学びました。僕は地域の防災の取組にあまり参加していなかったけど，これからは積極的に参加していきたいで

す。（１年 山田 閃太郎 さん） 

・昔，こんなにも多くの尊い命が失われたということを知り，とてもいたたまれない気持ちになりました。地域代表の

方がまだ中学生だった頃に災害が起き，はるか昔のことなので，他人事のように思えてしまいますが，犠牲者の中

には，小学生や，中学生の生徒もいて，もしその被害に遭った中の1人が，自分の家族だったり，同級生だったりし

たらと思うと，"悲しい"の一言では表せないほど辛いだろうなと思いました。もう二度とこのようなことが起きない

ように，起こさないように，今の自分にできることは何なのか，考えていきたいです。（１年 佐  菫 さん） 

・現在の小坪，長浜は高齢者の方々が多いので，若い世代である自分たちが地域の防災の取組を支えていくことが

大切だと思いました。（３年 泉 潤 さん） 

・災害はあってはならなく，広南をよくするためには近所の人たちとの信頼関係を築くことが大切だということがわか

った。災害で悲惨なことが起きないように今からでも考えるべきだと思った。近所の人たちと信頼関係を築くため

に，ボランティア活動への参加をしようと思った。（３年 赤脊戸 皐 さん） 

・友達を急に失う悲しみを想像すると，私だとなかなか立ち直れないなと思いました。災害は起きても，犠牲者を出さ

ないために，防災リーダーとして日頃から避難訓練に参加し，さらに参加の呼びかけもできるようにしたいです。今

日学んだことは，家族にも伝えたいです。（３年 中  南菜 さん） 
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呉市立広南中学校 
〒737-0136 呉市広長浜四丁目 1 番 9 号 

Tel 0823-71-7920 Fax 0823-74-3502 

E-mail  hirmc@kure-city.ed.jp 

http://www.kure-city.jp/~hirmc/ 
ふれあい 

校訓 「不かく尋ね たかく志す」    学園教育目標 「未来を創る」 

探究のシンボル「マローンストーン」 

「７．９広南防災の日」～ 尊い命を忘れない 広南の未来のために ～ 
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２学年２３名がＨＭⅡ(起業企画)を進めています。学年の重役に就任した楠ひなたさん(社長)，濵元煌

生さん(副社長)，石坂宗也さん(宣伝部長)，松岡潤さん(宣伝部長)，松原優月さん(商品開発部長) ，山下

千慧さん(商品開発部長)がリーダーとなり，「地域に貢献する」という志を胸に，商品開発，販売に向けて

一生懸命活動を進めています。９月２日(火)には，起業家の大先輩である，地元のオオサワ創研より大澤

仁志様をお招きし,「最高の人生と働くことのヒミツ」と題してお話を伺いました。「人生の成功は心のも

ち方で決まる」として「どんな状況でも前向きに」「自分の感情をコントロールする力を育てること」「自

分なんてこんなものだと思ってしまうと努力をしなくなる」等，心に響くような言葉をいただきました。

お話の最後には「①できると信じること②できる人にきくこと③できるまでやること」とアドバイスをい

ただき，大澤様の厳しくもやさしい言葉を生徒それぞれが胸に刻んで授業を終えました。今年度のＨＭⅡ

は，「博美屋」様，「うさぎや」様，「Cusuccia」様，「金子製菓」様，「堂本食品」様，「中元本店」様とコ

ラボ（連携）して商品開発と販売を行います。初コラボの「中元本店」様とは，今までの商品になかった

「飲みもの（ラムネ系）」の商品を新商品に加えることができました。今後，今回の商品の「ちらし」を配

付する予定です。 

スクールカウンセラー・カウンセリングのお知らせ(９月～１０月)  

 ９／５（金）  ９／１２(金)  ９／１９(金)  １０／１７(金)   １０／３１(金) 

     教頭，養護教諭，担任等に，気軽に，お問い合わせください。 

ＨＭⅡ(広南中学校第２学年起業企画)  

総合的な学習の時間「匠の授業」が始まりました 

７月１１日(木)，今年度の「匠の授業」が始まりました。広南地区在住の前川真

理子先生(筝)，岩城明孝先生(尺八)，岩城政子先生(書道)の指導のもと，２学年・

３学年の４０名が取り組みます。本講座での学習成果は，１０月１１日（土）の広

南劇場の舞台や小中合同授業の場で表現し伝えていきます。 

校外学習（全学年） 

７月９日(水)，安芸津町の株式会社新来島広島どっくでの「新造船命名進水式」の見学会に行きまし

た。陸上にある巨大な船の大きさに圧倒される中で進水式が進行し，その後，船が海に滑り落ちるように

進水するさまに胸が熱くなりました。式が終わると，竹原市のバンブー公園に移動して昼食を摂りまし

た。その後，「たけはら街並み保存地区」を異学年の縦割り班でグループ散策し，竹原の風情と魅力を堪

能しました。 


